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おおの自然観察の森の給餌場を利用する野鳥の順位

山本裕’

はじめに

動物社会における順位制の存在は，1922年にニワトリの群れで報告されて以来

(Schjelderup-Ebbel922)，多くの野鳥やその他の動物で実証されてきている．特に野鳥

では，足輪などによった個体識別を行なって調べられ，同種内では雌よりも雄の方が，若

鳥よりも成鳥の方が順位の高い傾向にあることはよく知られている（上田1990)．

今回，広島県南西部に位置するおおの自然観察の森の給餌場において，飛来する野鳥の

採食行動を種間関係に注目して観察した．本報は，こうした餌の集中する場所での種間の，

特に優劣関係について報告するものである．

観察地と観察方法

おおの自然観察の森は広島県南西部の山林に位置する，標高約430ｍ，海岸線からの距

離は直線で約５ｋｍほどの山間のサンクチュアリである（図１）．総面積は約32haで，約２７

haの山林部と「ベニマンサク湖」と名づけられた約５haの池よりなる．植生はアカマツ

を主とした二次林であるが，「ベニマンサク湖」に流れこむ渓流ぞいは，中部地方と四国

の一部，そして広島県の大野町に分布が限定されるベニマンサク（標準和名：マルバノキ，

広島県天然記念物）が生育する植物地理学上特異な地域である．

今回観察を行なった給餌場は，自然観察センターと「ベニマンサク湖」の間の面積約５０

，２の平らな場所に設けられており（図１)，周辺の山林部からは約30ｍほど離れている．

給餌場の周辺には高木層としてアカマツ，コナラが，中低木層としてシロモジ，コバノミ

ツバツツジ，ヤマハギなどが生育し，ムラサキシキブやコブシ，ナツツバキなどの植栽も

みられる．餌としては，地面に市販のムキアワを，餌台には砕いたピーナッツを常時置き，

冬季にはミカンなどの果物も加えた．

観察は，1991年９月から1992年４月にかけて行なった．給餌場に飛来した野鳥を記録す

るとともに，飛来した野鳥のうち，大きい鳥による小さい鳥の追い払いを（Ａ)，追い払

いをせずともに採食した場合を（Ｂ)，小さい鳥による大きい鳥の追い払いを（Ｃ）とし

て，優劣を示す行動を記録した（表２)．

1992年11月30日受理

１．おおの自然観察の森．〒739-04広島県佐伯郡大野町矢草2723
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図1．おおの自然観察の森（○）および観察地点の位世（●)．

Fig.１．LocationofOnoWildlifeSanctuary（opencircle）andtheobservationpoint(solid

circle)．
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表１．給餌場への野鳥の飛来状況．

Table１．Speciesobservedatthebirdfeederandthefeedingplace．

Scientificname

StrEptopejjaorientajs

UpUpaePOPs

HjPsipetesamaurotjS

marsigercyan”ｕｓ

Ｐﾉboenjc”“α”oreus

Turduspα"jdus

T.、α皿、aJmj

AegitAaJoscaudtztl4s

P”ｕｓＵａｍ４ｓ

Ｐ.、qﾉor

Zosteropsﾉaponzca

Em6erjZacjoidEs

E・rusfjea

E,ｅＪＥｇａｎｓ

Ｅ､spodocgphaIa

FringilIamonti/減励g必

Ｃａｒ血e鰭sinica

GarruIusgにndar虹Ｓ

ＣＯrひ邸smacrorhy7uchOs

1991.91991.101991.111991.121992.11992.21992.31992.4

ＪａｐａｎｅｓｅｎａｍｅｌＯ２０１０２０１０２０１０２０１０２０１０２０１０２０１０２０

キジパト

ヤッガシラ

ヒヨドリ

ルリピタキ

ジョウビタキ

シロハラ

ツグミ

エナガ

ヤマガラ

シジュウカラ

メジロ

ホ オ ジ ロ

カシラダカ

ミヤマホオジロ

ァオジ

アトリ

カワラヒヮ

カケス

ハシプトガラス

－

No.ｏｆspecies ４４４５６９９８１０１０８８１０１１１０１２１２１２１２１２１０１０９６

観察結果および考察

１．給餌場への野鳥の飛来状況

観察期間に給餌場に飛来した野鳥は，累計で19種であった（表１）．表ｌではlか月を

上旬，中旬，下旬の三期にわけ，それぞれの期間に一度でも観察されると飛来があったと

した．

観察期間をとおして給餌場でみられた野鳥はキジバト，ホオジロ，シジュウカラ，ヤマ

ガラで，冬季にはこれらの種にミヤマホオジロやカシラダカ，アトリ，アオジ，シロハラ

などの冬鳥が加わった．また，留鳥であってもカケス，ヒヨドリ，メジロは冬季のみ給餌

場を利用した．最も多くの種がみられたのは２月上旬から３月中旬にかけてで，１２種にも

達した．

なお，エナガは1991年11月下旬に，ヤツガシラは1992年４月中旬にそれぞれ一度観察さ

れたにすぎない．

２．給餌場での野鳥の種間関係

観察中に給餌場で異種の野鳥が同時に記録されたのは435例で，その種構成は50通りで

あった（表２)．表２の種名は，フィールドガイド日本の野鳥（高野1982）にもとづき，

上から左側には全長の大きい順に配列し，右側には全長の差が大きい組み合わせになるよ

うに，左側が同種なら小さい順に配列した．種間関係は，追い払いをせずにともに採食す

る場合が最も多く51.7％であった．そして，全長の大きい烏が小さい烏を追い払う割合は

全体の43.7％，小さい烏による大きい烏の追い払いは非常に少なく，全体の4.6％であっ

■
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表２．給餌場に同時に飛来した異種の全長の差と社会関係．

Table２．Observationfrequenciesoflargerbirdsexpellingsmallerbirds．

Ｌａ屯ｅｒｂｉｒｄ

全長の大きな鳥

ハシプトガラス

CorUusmac7whynchos

カケス

Ｇｑｍ４ﾑ4ｓｇｊａｎｄα『虹ｓ

カケス

ＧａＴｕﾑｊｓｇ&andnr虹ｓ

カケス

Ｇａｍ４血sgJaJzdar向４ｓ

カケス

Ｇｍ７ｕ此熔ｇ肱ndnrju8

カケス

ＧａＴｕｊｈ４ｓｇｊｎＪ８ｄ”jn48

カケス

Ｇｑｍ』ﾑ鱈ｇｊａＪＥｄｍｊｕｓ

カケス

Ｇα、』んｓｇｌｍ８ｄａｍ４ｓ

キジバト

SmgptOpeIiaoF鞄ntα胸

キジバト

Ｓｔ隅ptopeIEaoriEnta胸

キジバト

St｢EptOpeliaoJ在ntα雄

キジバト

StF旨ptopgfaorfentajf8

キジバト

St歴ptQp城ａｏｒｉＥｎｔａｆｓ

キジバト

St'君PtOpe血ｏｒ画1tα焔

キジバト

StrBptOpejkzo同E、α雌

キジバト

St『宮ptOpe地ｏ同Enta心

キジバト

StJhgptOpe此aori2y1taJiS

キジバト

St鹿ptop域ａｏｒｉｅｎｔａ雄

ヒヨドリ

Hypsipetesamal4rotjS

ヒヨドリ

Ｈ助ps駒eｔｅｓａｍａｕｍｔｉＳ

ヒヨドリ

Ｈ)psipetesamaurotj8

ヒヨドリ

Ｈｊぃsipgt写samaurotjB

ヒヨドリ

Ｈ勘pS4petesamα”otiS

ヒヨドリ

fbpsipgtesamaumtj8

ヤツガシラ

Upupagpops

シロハラ

Ｔｕｒｄｕｓｐａ戯aus

シロハラ

7Y4㎡“ｐａｊ“四ｓ

シロハラ

Ｔｕアゼｕｓｐａ必aus

シロハラ

ＴｕＦａｕｓｐｑ必dus

シロハラ

Tur血ｓｐａｊＨｄｕｓ

ツグミ

Turd“ｎａｕｍａ砲､』

Ｓｍｎｌｌｅｒｂｉｒｄ

全長の小さな鳥

キジバト

Ｓｔ輯ptOpejiaorjantaji8

ヤマガラ

ＰｄｍｓＵａ歳嘩

カシラダカ

Emberｾarust此迩

ホオジロ
Ｅｍ６ｅｗｆｒａ迩趣器

シロハラ

Turd邸Ｓｐａ&“uｓ

ヤツガシラ

Upupagpops

ヒヨドリ

Ｈ”s4petesamaumtiS

キジバト

Str巴PtOpefaoFf2wltaJHS

シジュウカラ
◆

Ｐα『ｕｓｍｑﾉoｒ

カワラヒワ

Ｃａｒｄ嘩隆Sinica

カシラダカ

Embgrizamgf麺

ミヤマホオジロ

Ｅｍｂ臼fｚｑｅ２Ｅｇａｎｓ

アオジ

Embe7izaspodoc膚pha血

アトリ

厩伽g趣monti/流ngjua

ホオジロ

EmbeJfzaciOj上ｊｅｓ

シロハラ

Ｔｕｒａｕｓｐａ必aus

ヤツガシラ

Up"αepops

ヒヨドリ

fbpsipgtesaJmzumtiS

メジロ

ZO8terOPSノａＰＯｍＣａ

ヤマガラ

Ｐα皿ｓＵａｒｔｕｓ
●

シジュウカラ
●

ＰａＪＴ４ｓｍｑﾉoｒ

ミヤマホオジロ

Ｅｍｂｅｒｉｚａｅ山容ｑＪ３ｓ

ホオジロ

Em6eTizacjOjd垣＄
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ホ オ ジ ロ
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Emberizα”掌雄面
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ツグミ

Turdus“腿ｍａＪｍｉ

ジ四ウピタキ
ＰＡＯ“ｊＣｕｍｓａ叫mreus

Ｄｒｆｅ垂､唾ｏｆ

ｂｉｴdlength
(c、）

全長の差

23.5

19.0

18.0

Ｔｉｍｅｓｏｆ

ｌａＩ君Erbizds

eqEpeuing
員ｍｎＩ１ｐｒＯｎｅＳ

大きな烏によ
る追い払いの
回数：Ａ

２

２
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7.5 ６
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追い払いをせ
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０

０

０
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０
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０
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０
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小さな鳥によ
る追い払いの
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０

０

０

０

0
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０

０
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０

０

０
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０

０

０

０

０

０

０

０
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（％）

Ａ×100

Ａ＋Ｂ＋Ｃ

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

０．０

０．０

61.5

100.0

66.7

75‘0

63.6

100.0
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50.0

7.7
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0.0

100.0

100.0

100.0

100.0
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全長の大きな烏

ホオジロ
EmberizariojdPg

ホオジロ

EmberizaaOidをｓ

ホオジロ

EmbeTizafjD血と堂

ホオジロ

Emberiz浬包oi止亘

ホオジロ

EmberizaffoidP量

ホオジロ

EmbeFizafj並Jg量

アオジ

Ｅｍｂ匂fzaSpodbc2phaJな

アオジ

Em6e7iEaSpodb“pha上

アトリ

Frmgi此monti/胴mgiua

アトリ

Ｆ『血g辺ａｍｏｎｔｉ/浦'9通

アトリ

Ｆ的tgiubmonti/減89通

ミヤマホオジロ

Em6erizaeJ電αns

ミヤマホオジロ

Em6g威麺eとgans

カシラダカ

Ｅｍ６ｇ屍zα麺gf唾

カシラダカ
ＥｍｂｇＦｉｚａｍｓ雄ａ

シジュウカラ

ＰａＪＴ４ｓｍ町ｏｒ
■

シジュウカラ．

Ｐａｒｕｓｍ町ｏｒ
■

シジュウカラ

Par理ｓｍｑﾉｏｒ
●

ジョウピタキ

PhoenZcu4rusauroneus

表２．つづき．

Table２．continued．

ＳｍｎＬｒｂｉｪ。

全長の小さな鳥

シジュウカラ

Ｐａｒｕｓｍｑｏｒ
ｑ

カヮラヒヮ

CaJYf塑膳gjn唾

カシラダカ

Emberizam壁迦

ミヤマホオジロ

Em6eriznEl2gaJns

アオジ

Em6e流zqspodoc迫phaJb

アトリ

Fr力EgiZIamonti/泊伽giJb

カシラダカ

Ｅｍｂｅ『ｉｚａｍ戟唾

ミヤマホオジロ

Embe流ｚａｅＪ昭αnｓ

カワラヒヮ

Ｃａ麺些姥壷jfvT

カシラダカ

Embe7izzUrugf唾

ミヤマホオジロ

Embe両zqeとgqns

カワラヒワ

CarvJbj城ｓｇｊｎ璽

カシラダカ
Em6eW古ａｍｇｆ唾

シジュウカラ

Ｐａｒｕｓｍｑﾉ⑨ｒ
●

カワラヒワ

Cardh4e睦旦狗璽

メジロ

Zostempsﾉﾛpon8“

エナガ

AggitﾉtａｊＯｓｃａｕｄａｔｕｓ

ヤマガラ

ＰａｍｓＵａ血ｇ
■

ルリビタキ

T”sigercｺﾉ“uｍｓ

Diff域噌nceOf

biIalength
(c、）

全長の蓬

２０

2.0

1.5

Ｔｉｍｅｓｏｆ

ｈ埴erbmg

expeIling
侭、伺岬ｒｏｎｅｓ

大きな鳥によ
る追い払いの
回数：Ａ

３

０

５

1 .0１５

０．５

０，５ ０

1.0 ０

0.5 ０

1５ ０

1.0

０．５ ０

１．０ ０

０．５ ２

0.5 ０

０．５ ０

３．０ ０

１．０

0．５ ７

0.0

Timesof

Iargerbirds
fbedingwith
画ＴＭｈｎＱｒｏｎｅｓ

追い払いをせ
ず共に採餌し
た回数：Ｂ

０

８

3４

5２

４

４

４

０

3０

Ｉ

０

０

０

０

０

Ｔｉｍｅｓｏｆ

賃mnlぃrbixds

expeUjng
largerones

小さな鳥によ
る追い払いの
回数：Ｃ

０

０

４

０

０

０

0

０

０

０

０

０

８

０
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Pementof

largerbirds

expeIlmg
gmQIlPron“

（％）

Ａｘ１００

Ａ＋Ｂ＋Ｃ

100.0

0.0

116

224

20.0

0.0

０．０

0.0

0.0

50.0

０．０

0.0

6.1

０．０

０．０

０．０

1００．０

46.7

100.0

Total観察回数計（％） 190(43.7）２２５(5】‘7）２０(4.6）４３５（100.0）

た．種間の組み合わせを個別にみると，大きい鳥が小さい烏を追い払う割合は全長の差が

大きい組み合わせほど高く，全長の差が小さくなるほどともに採食する割合は増加してい

る．表２をもとに，５回以上観察された異種の組み合わせを，大きい烏による追い払いの

割合を縦軸に，全長の差を横軸にとりグラフにしたものが図２である．両者の間には明ら

かな正の相関関係がみられた（ｒ＝0.71,Ｐ＜0.01,ｙ＝3.79ｘ＋15.48)．

給餌場での順位が高いと推察されるのはカケスとヒヨドリで，小さい烏への追い払いの

割合はそれぞれ91.3％と94.5％であった（表２)．カケスは自分とほぼ同じ大きさのキジ

バトに対しても優位であり，ヒヨドリはメジロやヤマガラのように自分より小さな野鳥だ

けでなく，自分より大きなカケスを追い払う行動も１例観察された．また，ヤマガラとシ

ジュウカラでは餌をめぐっての争いがしばしば観察され，追い払われる割合はそれぞれ

46.7％と53.3％でどちらが優位であるのか，給餌場では不明である．両者がともに採食す

る例はみられなかった．なお，食べる餌の種類や与え方も，給餌場では種間の社会行動に
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図２．大きい鳥による小さい烏の追い払いの割合と全長の差との関係．

Fig.２．Thecorrelationbetweenthefrequency（％）ｏｆlargerbirdsexpellingsmallerbirds

andthedifferenceofbodylength．

影響していると思われ，ムキアワをおもに採食するキジバト，ホオジロ，ミヤマホオジロ，

カシラダカ，シロハラなどでは，ともに採食する割合が高かった．
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要約

1.1991年９月から1992年４月にかけて，広島県佐伯郡大野町のおおの自然観察の森において，自然

観察センター前に設迩された給餌場に飛来する野鳥の異種間の順位について観察を行なった．

2．給餌場に飛来した野鳥は累計19種で，特に２月上旬から３月中旬にかけてが最も多く，１２種に達

した．

3．追い払いやともに採食する行動の観察された異種の組み合わせのうち，観察回数が５回以上の組

み合わせにおいて，大きい鳥による小さい鳥への追い払いの割合と，全長の差の相関係数はｒ＝

０．７１（Ｐ＜0.01）で，全長の差が大きいほど給餌場では共存しようとしない傾向のあることがわ

かった．
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4．ヒヨドリ，カケスは給餌場では他種への追い払いが顕著で，順位の高いことが推察された．キジ

バト，ホオジロ，ミヤマホオジロ，カシラダカ，シロハラでは他種への追い払いの割合は比較的低

く，異種間でもともに採食する割合が高かった．
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lnterspecificrelationshipsatfeedingplaceinOnoWildlifeSanctuary

insouthwesternHiroshima

YutakaYamamotol

FromSeptemberl991toAprill992，theinterspecificrelationshipsamongwildbirds

wereobservedatthefeedingplaceinOnoWildlifeSanctuary、Atotalofnineteenspecies

wererecordedthroughobservation・Ingeneral，largerbirdstendedtoexpellsmallerones，

Theregressionlineofthedifferenceoftotallength（Ｘ）tothefrequency（％）ofexpelling

smallerbirdsbylargeｒｏｎｅｓｗａｓｓｈｏｗｎａｓ：Ｙ＝3.79Ｘ＋15.48（『＝0.71,Ｐ＜0.01)．

Brown-earedbulbulsHypsipetesamaurotisandJaysGarru此ｓｇｊα"darjuswereso

dominantatthefeedingplacethattheyoftenexpelledotherspeciesofbirds，Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒ

ｈａｎｄ，RufousTurtleDovesSZrepZOpe〃αorie凡tajjs,SiberianMeadowBuntingsEmberiza

cjoides，Yellow-throatedBuntingsEmberjzaeIegα"s，RusticBuntingsEmbe両zarustjca

andPaleThrushesTZ"･duspα〃jdusoftenfedwithotherspeciesofbirdsinsteadofexpelling

them、

１．OnoWildlifeSanctuary・Yagusa2723，Ono-cho，Saeki-gun，HiroshimaPrefecture
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